
 

二
〇
二
六
年
度 

 

文
学
研
究
科
入
学
試
験
問
題
（
解
答
別
紙
・
直
接
解
答)

 
 

博
士
課
程
前
期
課
程 

［
正
規
学
生
（
一
般･

推
薦
）］ 

[

特
別
学
生(
社
会
人)

] 

[

特
別
学
生(

外
国
人
留
学
生)

] 

 

日
本
文
学
日
本
語
学
領
域 

（
日
本
文
学
・
日
本
語
学
） 

試
験
科
目 

専
門
外
国
語
科
目 

受
験
番
号 

 
 

 
 
 

番 

 

次
の
問
題
【
Ⅰ
】【
Ⅱ
】【
Ⅲ
】
か
ら
二
題
を
選
び
、
各
々
直
接
解
答
し
な
さ
い
。
そ
の
上
で
、
選
択
し
た
二
枚
を
提
出
し
な
さ
い
。 

 

解
答
記
入
不
可 

→
 

 
  

 
 

【
Ⅰ
】 

以
下
は
『
西
鶴
諸
国
ば
な
し
』
巻
五
の
一
「
灯
挑
に
朝
顔
」
の
一
節
で
あ
る
。（
甲
）
す
べ
て
翻
字
し
、
設
問
（
乙
）

に
つ
い
て
答
え
な
さ
い
。 

 
 

 

設
問
（
甲
） 

 

 
               

設
問(

乙) 

右
の
文
は
茶
道
に
お
け
る
亭
主
の
風
流
あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
っ
て
い
る
。
簡
潔
に
説
明
せ
よ
。 

 
 

 

  
 

  
 

 

中 
 

 
 

枚 

  

関
西
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科 

（
二
次
） 

 



二
〇
二
六
年
度 

 

文
学
研
究
科
入
学
試
験
問
題
（
解
答
別
紙
・
直
接
解
答)

 
 

博
士
課
程
前
期
課
程 

［
正
規
学
生
（
一
般･

推
薦
）］ 

[

特
別
学
生(
社
会
人)

] 

[

特
別
学
生(

外
国
人
留
学
生)

] 

 

日
本
文
学
日
本
語
学
領
域 

（
日
本
文
学
・
日
本
語
学
） 

試
験
科
目 

専
門
外
国
語
科
目 

受
験
番
号 

 
 

 
 
 

番 

   

解
答
記
入
不
可 

→
 

 
  

 
 

【
Ⅱ
】
〔
一
〕
～
〔
四
〕
す
べ
て
答
え
な
さ
い
。 

 

〔
一
〕
次
の
文
章
を
読
み
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

  

駿
河
国
、
＊
貞
長
が
も
と
に
＊
興
良
親
王
あ
る
よ
し
聞
き
て
、
し
ば
し
立
ち
寄
り
侍
り
し
こ
ろ
、
（
中
略
）
忠
雲
僧
正
が
も
と
よ
り
、

い
か
に
も
し
て
下
り
て
、
Ａ
ひ
な
の
住
ま
ひ
見
る
べ
き
よ
し
申
し
お
こ
せ
た
り
し
か
ど
も
、
む
な
し
く
月
日
過
ぐ
し
侍
り
し
か
ば
、
申
し

つ
か
は
し
け
る
、 

 

清
見
潟
浪
の
関
守
ひ
ま
も
あ
ら
ば
Ｂ
ま
つ
と
は
告
げ
よ
三
保
の
浦
風 

 
 

か
く
て
、
ま
た
の
年
の
半
ば
ま
で
住
み
侍
り
し
か
ど
も
、
さ
す
が
ま
た
Ｃ
我
が
世
へ
ぬ
べ
き
所
に
も
あ
ら
ね
ば
、
こ
こ
を
も
立
ち
出
で

侍
ら
ん
と
せ
し
に
、
狩
野
介
貞
長
な
ど
や
う
の
者
ど
も
、
Ｄ
夜
も
す
が
ら
名
残
惜
し
み
て
盃
た
び
た
び
め
ぐ
り
侍
り
し
ほ
ど
、
過
ぎ
に
し

方
、
な
ほ
行
く
末
の
事
ま
で
、
二
心
な
き
こ
と
な
ど
申
し
集
め
つ
つ
、
は
て
は
酔
ひ
泣
き
な
ど
せ
し
か
ば
、
Ｅ
い
つ
の
ほ
ど
よ
り
の
馴
染

み
に
か
と
あ
は
れ
に
覚
え
て
、
出
で
ざ
ま
に
そ
こ
の
壁
に
書
き
お
き
し
、 

身
を
い
か
に
駿
河
の
海
の
沖
の
浪
よ
る
べ
な
し
と
て
立
ち
は
な
れ
な
ば 

 
 

 
 

 
 

 

（
宗
良
親
王
『
李
花
和
歌
集
』
） 

 
  

   
  

 

＊
貞
長…

…

駿
河
国
の
武
士
。
南
北
朝
の
内
乱
で
は
南
朝
方
（
宗
良
親
王
の
陣
営
）
に
属
し
て
戦
っ
た
。 

 
   

  
 

＊
興
良
親
王…

…

筆
者
（
宗
良
親
王
）
の
甥
に
あ
た
る
人
物
。 

 
 

 

問
一 

傍
線
部
Ａ
「
ひ
な
」
、
傍
線
部
Ｄ
「
夜
も
す
が
ら
」
の
意
味
を
記
し
な
さ
い
。 

問
二 

傍
線
部
Ｂ
「
ま
つ
」
と
あ
る
が
、
何
を
待
っ
て
い
る
の
か
、
次
の
中
か
ら
選
び
な
さ
い
。 

 
   

  
  

ア 

興
良
親
王 

 
 
 

イ 

忠
雲
僧
正 

 
 
 

ウ 

我
（
筆
者
） 

 
 

エ 
関
守 

 
 
 

オ 

浦
風 

問
三 

傍
線
部
Ｃ
「
我
が
世
へ
ぬ
べ
き
所
に
も
あ
ら
ね
ば
」
を
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。 

問
四 

傍
線
部
Ｅ
「
い
つ
の
ほ
ど
よ
り
の
馴
染
み
に
か
と
あ
は
れ
に
覚
え
て
」
と
あ
る
が
、
こ
の
と
き
筆
者
は
ど
の
よ
う
な
こ
と 

を
感
じ
た
の
か
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
な
さ
い
。 

 

〔
二
〕
次
の
①
②
を
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。
た
だ
し
①
の
「
時
鳥
」
は
ひ
ら
が
な
に
書
き
直
す
こ
と
。 

 

① 

二
声
と
鳴
か
ば
こ
そ
あ
れ
時
鳥
聞
か
ぬ
に
な
し
て
な
ほ
や
待
た
ま
し 

 
 
 
 

② 

求
め
給
ふ
ら
む
物
を
奉
り
な
む
と
思
ひ
給
ふ
れ
ど
、
今
に
え
こ
そ
見
つ
け
侍
ら
ね
。 

 

〔
三
〕
次
の
漢
文
を
書
き
下
し
文
に
直
し
な
さ
い
。 

  
 
 
 
 
 

ムル
 
 

ヲ  
  

 
  

キハ
 
  

リテ
 
 
 
  

ルニ
 
 

ヲ  
 
 
 
          

ラ  
  

 
ラ  

 
トスルニ

 

治

レ  

国 

之 

難
、
在

二  

於 

知

一レ                

賢
、
而 

不

レ  

在

二  

自 

賢

一

。 
 

〔
四
〕
次
の
熟
語
を
新
字
体
に
直
し
な
さ
い
。 

  
  

① 

缺
點 

 
 

② 

櫻
竝
木 

 
 

③ 

卽
效
性 

 
 

④ 

眞
晝 

 
 

⑤ 

轉
寫 

 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

 
 〔
一
〕
問一

 
Ａ  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問二
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 

問三
 

-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 

問四
 

 -
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 

〔二〕①

 
 

-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 

 
 

②  
 

-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 

〔三〕

 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 
-
 

〔四〕

①  
 
 
 
 
 
 
 
 

②  
 
 
 
 
 
 
 
 

③  
 
 
 
 
 
 
 
 

④  
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤  

  
 

  
 

 

中 
 

 
 

枚 

  

関
西
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科 

（
二
次
） 

 



二
〇
二
六
年
度 

 

文
学
研
究
科
入
学
試
験
問
題
（
解
答
別
紙
・
直
接
解
答)

 
 

博
士
課
程
前
期
課
程 

［
正
規
学
生
（
一
般･

推
薦
）］ 

[

特
別
学
生(
社
会
人)

] 

[

特
別
学
生(

外
国
人
留
学
生)

] 

 

日
本
文
学
日
本
語
学
領
域 

（
日
本
文
学
・
日
本
語
学
） 

試
験
科
目 

専
門
外
国
語
科
目 

受
験
番
号 

 
 

 
 
 

番 

   

解
答
記
入
不
可 

→
 

 
  

 
 

︻
Ⅲ
︼
以
下
は
﹃
源
氏
物
語
﹄
﹁
若
紫
﹂
巻
︑
北
山
で
療
養
し
て
い
た
光
源
氏
を
迎
え
に
︑
友
人
で
あ
る
頭
中
将
や
弁
の
君
が
訪
れ
︑
に
わ
か
に

合
奏
が
始
ま
る
場
面
で
あ
る
︒
全
訳
し
な
さ
い
︒ 

  

頭
中
将
︑
懐
な
り
け
る
笛
取
り
出
で
て
吹
き
す
ま
し
た
り
︒
弁
の
君
︑
扇
は
か
な
う
う
ち
鳴
ら
し
て
︑
﹁
豊
浦
の
寺
の
西
な
る
や
﹂
と
謡
ふ
︒

人
よ
り
は
異
な
る
君
た
ち
を
︑
源
氏
の
君
い
と
い
た
う
う
ち
な
や
み
て
︑
岩
に
寄
り
ゐ
た
ま
へ
る
は
︑
た
ぐ
ひ
な
く
ゆ
ゆ
し
き
御
あ
り
さ
ま
に

ぞ
︑
何
事
に
も
目
移
る
ま
じ
か
り
け
る
︒
例
の
︑
篳
篥
吹
く
随
身
︑
笙
の
笛
持
た
せ
た
る
好
き
者
な
ど
あ
り
︒ 

 

  
 

  
 

 

中 
 

 
 

枚 

  

関
西
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科 

（
二
次
） 



二
〇
二
六
年
度 

 

文
学
研
究
科
入
学
試
験
問
題
（
解
答
別
紙
・
直
接
解
答)

 
 

博
士
課
程
前
期
課
程 

［
正
規
学
生
（
一
般
）］ 

[

特
別
学
生(
社
会
人)

] 

[

特
別
学
生(

外
国
人
留
学
生)

] 

 

日
本
文
学
日
本
語
学
領
域 

（
日
本
文
学
・
日
本
語
学
） 

試
験
科
目 

専
門
基
礎
科
目 

受
験
番
号 

 
 

 
 
 

番 

  

次
の
甲
群
三
題
か
ら
一
題
を
選
び
、
乙
の
一
題
と
合
わ
せ
計
二
題
に
つ
い
て
、
別
紙
解
答
用
紙
に
答
え
を
記
し
な
さ
い
。 

解
答
記
入
不
可 

→
 

 
 
 

 
 

【
甲
群―

一
】 

以
下
の
①
～
⑤
か
ら
二
つ
選
び
、
二
百
字
程
度
で
説
明
し
な
さ
い
。
な
お
、
解
答
す
る
際
に
は
必
ず
自
身
が
選
ん
だ 

設
問
の
番
号
を
記
す
こ
と
。 

 

①  

『
曽
根
崎
心
中
』
に
つ
い
て 

②  

『
好
色
一
代
男
』
に
つ
い
て 

③  

地
本
屋
に
つ
い
て 

④  

『
椿
説
弓
張
月
』
に
つ
い
て 

⑤  

十
八
世
紀
の
江
戸
の
狂
歌
に
つ
い
て 

 

【
甲
群―

二
】 

 

次
の
①
～
⑤
の
出
典
作
品
名
も
し
く
は
作
者
名
を
記
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
つ
い
て
五
十
字
以
内
で
解
説
し
な
さ
い
。 

 
 
 

①
花
は
盛
り
に
、
月
は
く
ま
な
き
を
の
み
見
る
も
の
か
は
。 

 
 
 

②
人
の
営
み
、
み
な
愚
か
な
る
中
に
、
さ
し
も
危
ふ
き
京
中
の
家
を
つ
く
る
と
て
、
財
を
費
や
し
、
心
を
悩
ま
す
こ
と 

 
 
 
 

は
、
す
ぐ
れ
て
あ
ぢ
き
な
く
ぞ
は
べ
る
。 

 
 
 

③
「
心
強
く
も
隠
れ
給
へ
ど
も
、
神
の
御
し
る
べ
は
か
く
こ
そ
尋
ね
参
り
た
れ
」
と
言
ふ
を
み
れ
ば
、
雪
の
曙
な
り
。 

 
 
 

④
年
た
け
て
ま
た
越
ゆ
べ
し
と
思
ひ
き
や
命
な
り
け
り
さ
夜
の
中
山 

 
 
 

⑤
た
け
き
者
も
つ
ひ
に
は
滅
び
ぬ
。
ひ
と
へ
に
風
の
前
の
塵
に
同
じ
。 

 

【
甲
群―

三
】 

以
下
の
①
～
⑤
か
ら
二
つ
を
選
び
︑
そ
れ
ぞ
れ
二
百
程
度
で
説
明
し
な
さ
い
︒
な
お
︑
解
答
す
る
際
に
は
必
ず
自
身
が
選
ん
だ
設
問
の
番
号

を
記
す
こ
と
︒ 

①
平
安
文
学
に
登
場
す
る
僧 

②
平
安
文
学
に
描
か
れ
た
葬
送 

③
史
実
に
お
け
る
帝
と
平
安
文
学
に
描
か
れ
た
帝
の
関
係
性 

④
﹃
と
り
か
へ
ば
や
物
語
﹄
の
男
女
主
人
公 

⑤ 

王
朝
和
歌
に
お
け
る
霞
・
霧 

 

【
乙
】 

次
に
あ
げ
る
項
目
の
中
か
ら
五
つ
を
選
択
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
〇
字
か
ら
二
〇
〇
字
程
度
で
説
明
し
な
さ
い
。 

 
 

 
 

大
岡
昇
平 

 

森
田
思
軒 

 

野
坂
昭
如 
 

岡
本
か
の
子 

 
 

 
 

『
女
坂
』 

 

『
或
る
「
小
倉
日
記
」
伝
』 

『
武
蔵
野
』 

『
真
珠
夫
人
』 

 
 

「
主
婦
之
友
」 

「
思
想
の
科
学
」 

「
万
朝
報
」 

「
新
小
説
」 

 
 

 

近
代
の
超
克 

 

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ 

 

写
生
文 

 

第
三
の
新
人 

 

  
 

  
 

 

中 
 

 
 

枚 

  

関
西
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科 

（
二
次
） 



二
〇
二
六
年
度 

 

文
学
研
究
科
入
学
試
験
問
題
（
解
答
別
紙
・
直
接
解
答)

 
 

博
士
課
程
前
期
課
程 

［
正
規
学
生
（
一
般
）］ 

日
本
文
学
日
本
語
学
領
域 

（
日
本
文
学
・
日
本
語
学
） 

試
験
科
目 専

門
科
目 

受
験
番
号 

 
 

 
 
 

番 

 

次
の
甲
群
三
題
か
ら
一
題
を
選
び
、
乙
の
一
題
と
合
わ
せ
計
二
題
に
つ
い
て
、
別
紙
解
答
用
紙
に
答
え
を
記
し
な
さ
い
。 

  

解
答
記
入
不
可 

→
 

 
 
 

 
 

【
甲
群―

一
】 

 

以
下
に
つ
い
て
、
四
百
字
程
度
で
説
明
し
な
さ
い
。 

 

「
談
林
俳
諧
と
松
尾
芭
蕉
の
関
係
に
つ
い
て
」 

  

【
甲
群―

二
】 

 

中
世
文
学
と
『
伊
勢
物
語
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
論
述
し
な
さ
い
。 

  

【
甲
群―

三
】 

 
 

平
安
文
学
に
見
ら
れ
る
漢
籍
の
影
響
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
論
述
し
な
さ
い
。 

  

【
乙
】 

近
代
日
本
の
文
学
作
品
に
お
い
て
自
然
は
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
き
た
か
、
そ
の
特
色
の
歴
史
的
変
遷
を
、
作
者
や
作
品
を
具
体
的
に
例

示
し
な
が
ら
説
明
し
な
さ
い
。 
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関
西
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
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（
二
次
）


